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新渡戸稲造生誕 150 年記念号 

 

生誕 150 年記念号 

1 『武士道』の紹介者グリフィス 太田愛人 
社会福祉法人 愛の家ファミリー・ホー

ム理事長 

2 新渡戸稲造の救世軍支援と廃娼運動 安原みどり 山室機恵子研究者 

3 現代
い ま

を生かす「新渡戸稲造のリベラルアーツ」 湊 晶子 
前東京女子大学学長、東京基督教大学名

誉教授、ワールド・ビジョン国際理事 

4 星一と新渡戸稲造 三澤美和 日本薬科大学教授、星薬科大学名誉教授 

5 
新渡戸稲造夫妻と成瀬仁蔵 

―婦人平和協会へ向けて― 
小塩和人 上智大学外国語学部教授 

6 
河井道と新渡戸稲造 

―普連土女学校との縁― 
大津光男 普連土学園財務理事 

7 新渡戸稲造と田島道治 加藤恭子 ノンフィクション作家 

8 新渡戸稲造博士と下北 北川博美 青森県東通村立東通中学校前校長 

9 

がん哲学 

(がん細胞から人間社会の病理をみる) 

～新渡戸稲造 外来～ 

樋野興夫 順天堂大学医学部病理・腫瘍学教授 

10 
新渡戸稲造の協同組合運動 

―「国際協同組合年」に寄せて― 
内川頴一郎 財団法人新渡戸基金理事長 

随想 

 

蘆花邸を訪ねた「もう一人の一高生」のこと 大須賀瑞夫 フリージャーナリスト 

新渡戸稲造先生と東京医療生活協同組合 池澤康郎 東京医療生活協同組合理事長 

新渡戸稲造とヘボン講座の初代教授高木八尺 

―国際派の挫折と伝統の継承 
五十嵐武士 桜美林大学教授 

新渡戸稲造博士の追想 大河原良雄 全国日米協会連合会会長 

『武士道』のドイツ語訳書をめぐって 谷村幸愛 
旧盛岡高等農林学校初代校長玉利喜造

の孫 

何故、いま「武士道」なのか 橋本弘正 元開成学園教諭 

新渡戸先生と松本重治 加藤幹雄 国際文化会館常任参与 

新渡戸稲造と田中舘愛橘と岩手 松浦 明 田中舘愛橘曽孫 

新渡戸博士生誕地と新渡戸緑地のこと 水本光夫 元盛岡市教育次長 

平泉に新渡戸稲造記念碑を訪ねて 星川克己 郷土史家 

取材記 新渡戸稲造博士の足跡をたずねて 柴崎由紀 『新渡戸稲造ものがたり』著者 

新渡戸先生に励まされて 近藤裕子 東京女子大学同窓会岩手支部長 

新渡戸稲造とＹＭＣＡ 角谷晋次 盛岡仙北町教会牧師 

新渡戸稲造 人と教育 八木橋鉄弘 弘前学院大学社会福祉学部講師 
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資料 

11 

メアリー・新渡戸筆 1899 年書簡におけるドゥホボー

ル教徒(デュッカボー)への言及について 

――オーシロ記述の誤正 

鈴木忠信 カナダ・ビクトリア大学図書館司書 

12 日本人クエーカー、新渡戸稲造の生涯 

サミュエル・

Ｍ・スナイプス 

 

佐藤全弘訳 大阪市立大学名誉教授 

13 新渡戸稲造の講演(下) 盛岡白百合学園創立百周年記念誌 

14 愛媛縣立宇和島中學校交友會發行「鬼ｹ城」第九號・「鬼ｹ城」第十二號 

15 岩手県立盛岡中學校校友會雑誌(昭和 2 年 10 月 4 日行われしもの) 

16 北大新聞(昭和 6年 6月 1日刊) 故鳥居清治氏提供 

17 
噫 新渡戸先生 

(『新自由主義』昭和 8年 11 月号) 
鈴木修次の追悼文より 

 監修後記 佐藤全弘 大阪市立大学名誉教授 

 訂正   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆お問い合わせ、電話・FAX でのご注文は下記までお願いします。E-mail でもお受けいたします。 

財団法人新渡戸基金  〒020-0024 岩手県盛岡市菜園 1-4-10 TEL:019-654-3279 FAX:019-652-4213 

E-mail : fund@nitobe.com  ホームページ「新渡戸稲造の世界」  http://www.nitobe.com/ 

「新渡戸稲造の世界」第 21 号 注文書 

ＴＥＬ：０１９－６５４－３２７９ ＦＡＸ：０１９－６５２－４２１３ 

定価／２，０００円（税込）  送料／１冊３４０円（冊数によって変わります） 

冊 注文します    年   月   日 

お 名 前（団体名） 

 

（担当者お名前） 

ご 住 所 〒  

 

電 話  

 

Ａ５判・３８２ページ     

定価２，０００円（税込）   ２０１2 年９月１日発行 

「私の死後 20 年して、只一人でも私のことを覚えていてくれれば本望

だね」と、家人や弟子たちに言っていた新渡戸稲造！ 

新渡戸精神が日本の山野、津々浦々に潮のごとく満ち、今全地を覆う邪

気を払い、高き香を放つ日を鶴首するものである   （監修後記より） 


